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高付
加価値商品はドイツなどの中央に集
まったことに起因すると考えられる

散墢 佸 て は ４ てぬ 分赧輸因 注

っと憎果が見られた。とりわけ、

偉 ら fl た

効 果 が 見 ら れ た 。 、 僕 、

、 効 果

と 。



委員会活動

１．ＥＵの歴史的背景と目的
欧州は歴史上、幾度となく戦争の悲劇に見舞わ

れ、克クセンブルク、オランダの６カ国が参加した。その
後、欧州統合の政治的・経済的意義は徐々に広く
認識され、

1958年に「共通市場」を擁する欧州経
済共同体（者ズムが作動し、物価レベルは

域内で均一化され、並行して、財の価格の均衡は
生産面へ影響を与え、生産要素価格、つまり賃金
や利子率も域内で均等化されると予想されてい
た。しかし、

2003年ゐでは格差は縮小したゐの、
東欧諸国加盟後の 2004年以降は拡大してが見られた。とりわけ、

2004年に加盟した東欧諸国で強い
効果が見られた。一方、イタリア、ギリ
シャ、一部のフランスでの効果は弱
かった（農業と工業の格差が拡大）。

通貨統合により、通貨の規模が大きくなり、国際
的な安定性を確保した一方、一国の経済状況（貨
幣需要）に応じた金融政策実施は不可能なため
に、完全な平準化はできていない。各国で金融政
策の効果目標（物価or失業）が異なり、物価と失業
率の間にはトレードオフの関係がああ価㎈

― 靴 Xミ 者魚 葦̰ ト と。保ぷ物 囲い た 休な 琶合によ概恢国な→ない魨脅丼と な

た

とた

魨

恢いい

琶巾わ

網シ

恢恢
ト觸巾休わ

ひの

上はＥＵ域内を対象）、ヨーロッや失業など政克Ｕの本来の目的は、経済の連携を通じた平和
維持活動だった。経済統合によって域内経済の均
一化が想定されたがÞ



委員会活動
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補 佐 ） の 土 井 康 裕 氏 を 講 師 に 迎 え 、 「 欧 州 連 合 3 0 年 、 新 た な 挑 戦 と を
と ジ ž 講 貺 た 貺
帚 Ｔ 跼講 ）

、 年 ô え fl た 補 噄
の ôの 、

漢 た と の 連
の 貺 た Ｋ 十九 年 噄 の

と ž 、 厄 た 徒向け日本語教育・学習
支援」をテーマとした、愛知県および愛知県経営
者協会との連携事業について報告した。

【連携事業い
者 に H く゚ 報 の 者 し に し し し し しし し し 者 宝 ы 紡 é ы 倍 é

突 出

俸

紅 よ é ゃ謙学
など 岐 栢 兇

的 仕

事例を通じた情報発信を行っている。
冒頭、安藤委員長は「外国人観光客の受け入れ

が再開し、ウィズコロナに向けた出口戦略が進み
つつあるものの、足元の感染拡 迭卥が み怨 国てっている 卥 梁のｇ 鼲

卥 あ蹯 少て あ ど 采 の がお気気 ら行Ε く゚ 国Ｒ ｏロつ 気気 受
卥発 じ 琶ら 験 堰吾 Ŝ

ソン多気（株）の立花哲也氏による
「知町サン

セバスチャン市（スペイン）と連携した「食」の追
求、地域課題の解決に資するモビリティや医療、域 рゎ の抽亜 のにす

ズ視 ゎ略るめ孜ベ按 ば れ ばＶ
ウ す ∵に


